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東北数学教育学会年報
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議系学校における来充雲十学の授業

依｛白 卓也

岩手大学名誉教授

概要：本絹では有識系学校の基礎科目としての統計学の授業．とくに学生の実態に

Hn応した統計学の指導方法を探り，その実践的研究を試みた。特に，学生の
実態に合わせ有効な方策をいろいろ工夫したことを示す。－

キーワード：統計－学．看護学校，授業実践

l.はしがき

2004（平成16）年9月，1 0月に相次いで，山形市内の看護系学校2校の統計学を担当す

ることになった。それらの1校は国立がj院附属の看護学校（A校と略記〉，もう 1校は民

間病院附属の看護事門学校（B校と略記〉である。 2校とも授業を受ける学生たちは大部

分は女子で一応数学の学力は高校水準にあると考えられる。特に強い印象を受けたのは学

生たちの受講の態度であった。学生たちの受講の態度は，極めて真剣で，筆者の以llrT経験
して来た一般大学の数学関係の学生の受講態度に比べ桁違いに熱心で，今までの大学の

数学の授業では経験したことのない強い印象と迫力を感じたことは大きな驚きであった。

これらの学校の授業はほぼ→~し． ちょうどこ巡回の途中にある。そ こでその後に試行

したことも示し，今後のこのような専門学校の統計学の授業を考えるためのメモとして記

録することにした。

本授業の遂行は，前任者の馬場伊美子先生のお薦めとご助言，さらι授業の項目内容に
より実現したことを記しここに深い感謝の意を表する。

2.指導の内容

ここで一応の項目のド時Eみを記しておく。これらはテキス卜として用いた金森雅夫（20

05）にある項目で前任者の馬場先生の項目でもある。筆者はこれらの項目を電車を利用し

た計算実習を主体とする侵業にすることを計画した。2004年来取り扱っている項目は次ぎ

の通りである。

(1)統計学の概要と氾卓の演習

{2）対数日盛りと片対数方眼紙の利用

{3）ヒストグラム ・累積度数の利用

（引正規分布と正J-Jl確単紙

{5）記述統計・標準偏差

(fi)t検定とt表の読み方
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(7）平均に関する仮説，検定

(8｝仮説検定のflliJ.i！.説lリj
(9）相関係数

ω）回帰分析
(U} X 2分布の実例

(I2) X 2分布の検定 ・イェーツの補正

凶フィ ッシャーの直｛刻ifli率：l・l＇＞：法

凶ノンパラメトリックな検定{l)一一 Uテスト 〈マンーホイットニ一法〉

出）ノンパラメトリックな検定（2）一一 コルモゴロフースミルノフの検定

以上で30時間2単位分である。

3.主なる指導の手法

(3.1) 1単位時間i内の控業の視要
A校B校とも似たスタイルの授業・であるので， ここではA校2005年11月25日 〈金） 1・2

校時に実施の授業例を記すの

取り扱った則自は「x2検定の手順」である。学生は全員宿卓を所持しているので，そ
れを用いての計算を主と した課題．を扱っている。課題は「作業1」「作業2」 「作業3」

の3部分から成る。まず，「作業1」は教科書〈金森，2005）にある表16をもとにして．

期待値〈期待度数〉を求める諜魁であり， 「作業2」は自由度の計算（金森.2005），そし

て「作業3Jは自由度1以外の期待仰の求め方の課題で立川 0992）先生の本から引用し
た。

表1 観測値と期待値

知能指数 79気以下 80 X～89先 90 %～99 % 100第以上 小計

栄養可 245 228 177 219 869 
(252) (233) (171) (209) 

栄養不良 32 27 13 10 81 
(23) (22) (16) (20) 

小計・ 276 255 190 229 950 

この表から〈 〉の巾の数他 (J倒待値〉の計算をさせるわけだが，計算法は例えば245

の期待値 252だが， 245の右の小計 869と下の小計 276を掛けた他を合計の 950で割っ

た値として 252.46・・・ すなわち約 252として求められる。他も同掠で

869 X 276÷950 = 252. 46だから（252)
869 X 255÷950 = 233. 26だから（233)

－・・・・e・・・ 2・・・・・・・ 2・
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2W x 81÷950 = 19. 52 だ．から (20) 

として．全部の（ 〉のrl’のj切符備が計算できるω
「作業2Jは自由度の求め方である。これも金森（2005）の例では自由度は全部1にな

るので．単純である。これも表1から自1:l1f［を計算すれば3になることを指導している。
白山j立はいつも 1とは限らないということを自覚させる窓図でそのようにしたり

5 

以上のように1単位時Ill!をほぼ2つの部分とか3つの部分に分けて作業説喝を与えて氾

卓等を用いて計算練習をさせる授業を実行したわけである。ところで，いつもこの形で授

業ができるとは限らない。そこでいろいろ工夫がいるのそれらの幾っかを次ぎに記す。

(3. 2）使用教科書の分かりずらさの克服

11'1いた教科書，金森（2005）は数字の観点からみるとかなり分かりずらく，そのままで

は指導に適さない部分ち散見される。 A校2005年9月30日〈金） l ・2校時に実施の「正規確

率紙Jの授業の一部を引用する。
金森（2005）では p.36の表4，内容の書いであるのは， p.62の図 26とその説明文

と離れて書いてあり，その上説明はあまり詳しく ffl~いので次のように補って説明した。

p.36の表4は身長の累秘相対度数でそれに100を乗じてプロットしたものが正規確率

紙（normalprobability 開per）と言うが， 実際の数値計算例は明確でないので，

0.0187×100= 1. 87 

0. 0467×100= 4. 67 

0. 112］×100= 11. 21 

・・・・・・・・．

－・．．．．．．．

0.9907×100= 99. 07 

1. 0000×100=100.。。
として，配布した特別のグラフm紙にプロッ卜したものが正規臨率紙である，と説明し，
例えば，テキス I・p. 36の表4の目盛りにある身長169.5では0.3925 X 100 = 39. 25となる。

さらに，学生の理解を確実にさせるために，正規拡率紙のプロ ットを練習させて，手作

業を過して覚えさせることをさせている。その実際は

「教科書のp.36の表4の娯樹相対度数の欄から p.62の図 26を作成せよJ

として屯卓を用いて実際に作図用のグラフ用紙を単僻して図を作らせたわけである。

(3. 3）専門用語の理解の一手法として

支た，ここにtttいたような特別の指導もした。筆者が東北大学理学部数学教室で数学を
学習していたとき，抽象的な慨念の学習に際し先輩の人から示1愛された方法として．英語

の単語を学習するときのような「単語カード」のようなー一種のカードを作るとょいとのこ

とだ 「 た。 ところで，統計学でもいろいろの担見合．例えば．標準－ti!~差，帰無Oi説，第 1槌

の過誤，第2粧の過誤 ・・・・ 等数多〈ででくる。 これらの概念の.Fl~解のためのカードに
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却するものを作成させることを指導した。英語の1J!託カードのように単純にはならないが，
例えば，次のようである。

これは．B校で2005年10月28日〈金）3・4校時に実施したものの一部である。
「際部誤差J標本平均の分布の照準偏差(JIdのことである。それは a .... ＝σ／INーで
定義される。ここでσは線準偏差であり，Nは標本の大きさである。実際にはσは分から

ないので，岐本標準偏差sを用いて S1,,1=s/f一万で代用することもある。

「合前府仮説」標本をきまった母集団から抜いたとすれば，母集団平均と標本平均の悶に

は本来は差が無いはずでああ。また， 1つの母集団から2つの標本を抜き出したものとす
れば．保木の間には元来差が無いはずである。このように本当の差はOであるという仮説

を立てる。これを棄てられるかも知れない仮説という意味で帰無仮説 （nullhypothesis) 

というと説明した。

さらに，次のような強調も行った。それは「イェーツの補正」と言うのがχ2の指導の

中で出てくるが， －これは必ずしも適切でないかも知れないが．

1/2 (a+b+c+d）を引くことを「イェーツの補正J

と言うように強制し， 学生にも唱えさせた例もある。

また，時には適切な比喰を用いることも学生の指導に役に立つ。例えば立川先生の本

（却＇＇・ 1956.1992）に掲載されている例がある。それは，仮説検証の説明での第一極の

過誤と第二種の過誤が出てくるが，その説明に，裁判の判決で，無実の人を有罪にする誤

りと，犯人を無排．にする誤りの説明する，と言うのがある。これは興味深い比織であり筆

者はよく利j刊させて脱いている。

3. 4）単位認定

次ぎに，これらの授業についての単位認定のことを付け加えておく。A校もB校も2単

位を認定するため期末考査の必要がある。

A校の.ij;,L.合は2006年2月2日に期末考査を実施したのその課題は

1. f検定において， 「自由j支」が出てくるが，この自由度とは何か例を挙げて説明せ
よ。

2.テキスト p.100国 明無仮説を判定する”で「求めたχ2値と有意水準のχoiと
の比較により，両円［If仮説ので棄却の是非を判定するJと書いてある，これを説明せよ。

である。これらは，予め3題の謀題を示しておき，その中から選んだ2題である。結果は

期待してたより良かった。しかし，用語の定義のl]lj¥,に問題は残ったようである。これは，

次年度の授業で生かされるべき留意点になるであろう。

また， B校では， H下；｛日匝り，2006年7月に正式な佼業の中で行うのでなく， 30時間の

授業の後にレポート課題として出題し結果を学生に提出させる予定でいる。B校は今年度

はまだ実施してないが，昨年と同じように2006if:.7月に剖激に代わるレポートを提出させ

る Jf~になる予定である。
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また．昨年度には年f!r.j金＂Iの］1月頃にレポートを諜し，それを判断の一助として利Jfl
したが，あまり有効ではなかったので今年度は’だ脳を見合わせている。

4.考察

まず，数学専門系の普通の大学等では，.i通常はIi可鈎jで述べたような形式では授業を実施

していなし、。上の形式は存諮系咋門学校の特別な形式として｛立抗付けがなされるだろう

活者は「初学者のための数学教育の一つの原点」として東京考へ方研究社の若作杭判lに

ついて報告した〈佐伯， 2005ab）。その中で統計学の分野で東京考へ方研究社の著作約制i

に似ている著書として， 立）111民主 (1956）の「例解統計学J〈旧著〉 を紹介した。立川先
生の1956年の旧著では 「まえがき」 の中で特色ある発言がある。このJft同については筆者
が記した論文 〈佐伯，2005b）からその一部を引用しておく。

「まえがき」のなかに， 本書の問的が記しである。 「・・・・ 世間には， 数字を忘れてし

ま「た人で，統計学を勉強したいと思っている人も少なく ないようである。この本は，

そうゅう方のために統計学の初歩を分かりやすく説明することを目的として， 書かれた

ものである。本書を内くにあたって． 力を註・いだのは次のような点であるJとして，次

の 6明日が並べてある。 以下 これらを士有者の~！断でアレンジして要点を示す ：

T l自習できるように， くわしく詩いた0 ・・・初心者がどういう点に疑問をもつか，どう

いうと ころを間追いやすいか， かなりわかったように思う。それで涼いところへ手のと

どく ような説明をするように努めた。

T2やさしく書いた。・・・ 分かりやすく説明するために，たとえを号iいたり，図を使った

り．いろいろ工夫をこらしたつもりである。しかし内容は従来の入門書Fにく らべてかな

らずしも落としていないつもりである。

T 3lNJ氏から説明した。椛事・順列・組合せ・ 二羽定型などは統計学の基礎であるが，多

くの統計学の本は．これらを知っているものとして，触れていないu ・・・ 代数の加減乗

除さえ知っていれば，本，Jfは読めるはずである。

T ‘推：J十学の有IJ~を説明した。 ・・・ 本書では推計学の基礎をやさしく説明して， 専門-:1tへ

の柿渡しになるよ うに試みた。

Ts実例をあげて具体的に説明した。初心者には制l象的な説明は分かりにくいので， 本計？

ではまず実例について説明してから， 一般的な説明に移るようにしてある。

To例魁iを多くし， 練習問題をつけた。水泳を覚えよう と思ったら，講義を聞く よりも水
に飛び込んだ方が早いのでなかろうか？ 統計学の勉強も．日や耳から理論を＇1！えるよ

りも．自分で鉛筆をもって問題をやって見たプiが早く身につく ように思われる。外国の

J判切には普通練習問題がついているのに，自治；：の統計学のメ消却にはほとんど練習問題か
ついていない。・・・本舎ではfit！思をたくさんあげて，読者と→抑こ勉強する方針をとっ
た。 ・・・而倒を I， ＇，・ と わず， 自分で例題や梨~i別問題をやっ てさえすれば， ひ と りでにどだ h

7 
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がつく はずである0 ••••• 

立川先生のl[l:r,:（点）II,1956）の「まえがき」は，点京考へ方研究社の著作結ね，，とj七；i面

点があり，学習百に~！習させるためのもののように見える0 4~；に， T 2, T 3, Tsさらに

Toの項目は今回の統計学の股業の進め方でも利用させて頂いたことを記して立川先生に

感謝の愈を表する。なお．このような，r）＇（は新脊（｝＇［｝ II,1992）では掲載されていなし、
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On a Teaching of Statistics in Nurses・ Training Schools 

SAEKI, Takuya 

Professor Emeri h』s, f wate University 

(Abstracted) 

I阻 dea plan and practiced lessons about the medical statiistics at two nur 

ses’training schools in Yamagata ci匂 since200ιGreater part of students of 

the training schools are曹omenand few me凡加dtheir level of Imo曹ledgein 

mathe回 ticsis pro凶blysenior highschool level. Therefore I prepared lessons 

国 tchingsuitably with their actual scholarship levels. llain contents of lessons 

are testing of statistical hy凹thesis,normal pro凶bili ty papers, coefficients 

of correlation and x 2-test加 dso on. 
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